
 

 

 

 

 

 

 

第２回 農の風景育成ワークショップ 

分野別まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年 6月 18日 鹿骨小学校 

 

 

 

 

 

 

第 2 回ワークショップにおける意見を整理し、今後の班別 WS の際に参考となるキーワードを

ピックアップ・整理した。 

なお、複数の項目に関わる意見は複数回掲載した。 
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担い手 

〇若者（学生）が農業を知る機会・体験 

・ 高校の授業で農業学習。 

・ 家庭科の授業を農家さんと実施。 

・ 収穫などのいいところだけじゃなく、後片付けや農業の大変さがわかる作業も体験。 

・ 高校生が農業を体験し、その大変さや素晴らしさを感じたままに発信。SNS。 

・ 夏休みを生かして農業体験。 

・ 収穫祭。 

 

〇農業ボランティア⇒分業ボランティア 

・ 担い手をどうやって増やしていくか。担い手は何ができるのか。 

・ ボランティアのハードルを下げる。作業内容の紹介、募集・応募のしやすさ。 

・ 栽培、収穫、運搬、梱包、情報発信など、できることを細分化して、各作業の詳細を整理。情報

発信。 

・ 時期によっても作業が変わる。 

・ 農業をしたい人とできる場所をつなぐ。情報提供。マッチングシステム。 

・ ボランティア募集や農業求人募集のホームページ。 

・ 心身障がい者に、農業を働く場所として提供。農福連携。 

・ 講師付き体験農園。 

・ スマート農業システムの導入。 

・ 高収益型育成施設や東京フューチャーアグリシステムによる農業の改善。 
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PR 

楽しく食べるためのツール作り 

〇体験イベント（PRの場（体験、料理教室）） 

・ 地域野菜を使った料理教室。 

・ 新鮮な小松菜料理の試食会。 

・ 畑で見学会、BBQ、野菜食べ放題。 

・ 収穫祭。 

・ 地域のお祭りで小松菜を使ったものを出す。 

・ イベント的な野菜あてゲーム。 

・ 野菜の旬を知らせるポップを街路樹につける。 

・ 地元野菜をアピールするラッピングカー。 

・ 既存施設、新設施設に料理教室等ができるようなキッチンを設置。 

・ 新中川で水上マーケット。 

・ スターバックスで野菜のアレンジスィーツや小松菜スムージー。野菜嫌いをなくす。 

 

〇情報発信（SNS、ネーミング、買い物場所など） 

・ 地産地消レシピ。農家さん、学校給食。 

・ 学生による地産地消レシピの開発、コンテスト。 

・ 小松菜レシピ本の作成。 

・ 野菜の旬を知らせるポップを街路樹につける。 

・ 地元野菜をアピールするラッピングカー。 

・ キャッチーな言葉、ネーミングで PR。 

・ 学校で（農業や小松菜の）標語を募集。 

・ SNS、QR コードで情報提供。 

・ 一方向じゃなく、「こういう野菜をつくってほしい」という声も聞きたい。 

・ 江戸川の小松菜を全国へ展開。TV、インフルエンサーによる PR。 

・ 地域のお祭りで小松菜を使ったものを提供。 

・ 鹿骨地区の魅力を知らせるカルタの作成。花卉も有名。鹿骨で農業が盛んなことをもっと PR。 

・ 小松菜をモデルにしたグッズ。 

・ 常時買える場所。道の駅。直売マップ。 

・ ハウスの前に販売 POP。 

・ 野菜の栄養素、作用を紹介。 

・ 野菜の販売時に配れるレシピ付きパンフレット。 

・ 農業にまつわる、制度、作業の詳細、流通事情などあらゆることを紹介。 

・ 生産者、栽培過程、農薬残差を開示。 

・ 高校生が農業を体験し、その大変さや素晴らしさを感じたままに SNS 投稿。 

・ 農家や花緑の風景をレポートした SNS 投稿。 

・ 「行き先農家」やツーリング動画などの youtube。 

・ 交流できる畑の紹介。（ex.カボチャの新芽を欲しがる方がいる。） 
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・ 農家と飲食店等のコラボ。コラボ商品の開発。ポスター作成。 

・ 食堂の隣で野菜や花を販売。 

・ 農家による社会貢献。フードドライブ、災害時の非常食として農産物の提供、ソーラーボート

など。 

・ ヴィーガン向け減農薬野菜の普及。 

・ 化学肥料から有機農法へ移行。落ち葉の堆肥化で自然循環サイクル。 
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食育 

〇幼児期対象のアクション（幼児期の食育） 

・ 子どものうちから土に親しむ。 

・ 土に触れると喜ぶ子どもが多い。 

・ 小中学校と連携。 

・ 保育園や幼稚園と連携。親子向けの体験。 

・ 子どもと野菜作り。 

・ 子どもと収穫した野菜を料理。学校で、子ども食堂で。 

・ 学校給食で地産地消。 

・ 家庭菜園も土に触れる機会の１つ。 

・ 野菜を買って料理することも食育の１つ。 

・ 学校で（農業や小松菜の）標語を募集。 

 

〇大人に向けたアクション（大人への食育（日常的、まちなかで）） 

・ 親が子どもに教えられるように大人への食育。 

・ 農業体験を受動的から能動的に変える。楽しんで自ら参加。 

【体験】 

・ 花のみちづくり。 

・ 新鮮な小松菜料理の試食会。 

・ 地域野菜を使った料理教室。 

・ 区民農園。親子ふれあい農園。 

・ 公園に農地ステージ。 

・ 畑見学会。 

・ 畑で BBQ。 

・ 畑で野菜食べ放題。 

・ イベント的な野菜あてゲーム。 

・ 収穫祭。 

・ 料理教室や畑をコミュニティの場に。 

・ 例えばメティ（インド野菜）を使った料理教室で外国人と交流。 

・ ボランティア募集。 

【知識】 

・ 地元野菜をアピールするラッピングカー。 

・ 野菜の旬を知らせる POP を街路樹につける。 

・ 野菜の栄養素、作用を紹介。 

・ 農業にまつわる、制度、作業の詳細、流通事情などあらゆることを紹介。 

・ スターバックスで野菜のアレンジスィーツや小松菜スムージー。野菜嫌いをなくす。 

  


